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ころでは市場原理に取って代わるかそれを強化するのを助ける（Labour Party 1989: 3） 
 








































義のギャップ』（Commission on Social Justice 1993）と『社会正義――国家再生のための戦






























































































































































うに社会正義委員会とブレアの政策提言の連続性を認める論者もいる（近藤 2001: 256）。 
6 1995年７月５日のフェビアン協会での演説（Blair 2004: 17） 
















































                                                   
9 この綱領第４条の改定に対してはオールド・レイバーから激しい批判が生じた。労働党
内における左派の中心であったトニー・ベンは「レイバーのハートは切り取られ、シティ





















































                                                   











  新自由主義的ポスト福祉国家 社会民主主義的ポスト福祉国家 
  （サッチャリズム） （ニュー・レイバー） 
福祉国家の問題点への認識 非効率性 市民的自己決定の排除 
多様性と差異への対応 新たな富の創造 当事者ニーズの汲み取り 
市場に対する政府の役割 自由放任、非介入 枠組み設定、市場環境への介入 
国家中心性への対応 政府権限の強化、中央集権化 市民への権限移譲、地方分権化 
競争環境の構築 規制緩和、民営化 政府による積極的な市場環境の創造 
公的サービスの市場化 競争を通じた最適化 競争と助成を通じた最適化 
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